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　町では、著しい人口減少を緩和するために、移住施策に力を入れています。
　この度、移住・定住に関する情報をまとめてチェックすることができるウェブサイトと、立科町に移住した
場合のイメージを膨らませてもらうためのプロモーション動画を、多くの町民のみなさまのお力をお借りして
作成しました。また、ソーシャルネットワーキングサービスである「インスタグラム」を活用した魅力発信も
始めています。

移住定住支援ウェブサイト「旅する移住」
http://www.town.tateshina.nagano.jp/iju
　人生はきっと旅のようなもの。まだ見ぬ場所へ旅をして、
まだ見ぬものに出会いたい。それは、きっと、移住も同じ。
まだ見ぬ場所へ移住して、新たな毎日を創りたい。
　ウェブサイトは、こんな前向きな移住を「旅する移住」
と呼び、移住をしたい人達を支援する情報を発信していき
ます。

移住定住プロモーション動画も完成！
　ウェブサイトの公開に併せて、町に移住してきた家族の
秋～冬の暮らしをイメージしたプロモーション動画を作成
しました。
　作成にあたっては、町の多くの方々にご協力を頂きまし
た。本当にありがとうございました！

⇒動画の見方：
　①‌�移住定住支援ウェブサイトに埋め込まれた動画で
見ることができます。

　②‌�立科町ウェブサイトのトップページから「立科
movie」バナーをクリックし、埋め込まれた動画
で見ることができます。

　③Youtubeで見ることができます。

蓼科写真クラブの協力で、町公式インスタグラム「tateshinagram」を始めました
　立科町企画課は、町広報の一環として”蓼科写真クラブ”のご協力をいただき、インスタグラムアカウント
「tateshinagram」を開設しました。蓼科写真クラブのみなさんが、これまで30年以上にわたり町内や近郊で
撮影してきた多くの写真の中から厳選して、すてきな写真を投稿していきます。

https://www.instagram.com/tateshinagram/

#tateshinagram で 検索！

町民のみなさまとの『共創』で、
立科の魅力を発信！

企画振興係
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交通安全
庶務係

税務係

小学校交通安全教室
　４月25日、立科小学校全校児童を対象に交通安全
教室が開催されました。
　立科町交通安全協会・先生方の指導により、実際に
道路を歩き正しい歩行・横断の仕方を身に付けること
ができました。

　軽自動車税は毎年４月１日現在、所有者として登録されている方に課税されます。
　５月に送付いたしました、軽自動車税納税通知書をご確認いただき手続きが済ん
でいない車両がございましたら、廃車、名義変更の届け出をお願いいたします。
　※１　役場で廃車できるものは、原動機付自転車と小型特殊自動車のみです。
　必要なもの
　　ナンバー、印鑑
　※２　それ以外の車両は、自家用車協会もしくは、運輸局での申告となります。
　　長野県自家用自動車協会　川西支部　　0267－53－2531
　　長野運輸支局　　050－5540－2042（音声ガイダンスに従って操作してください）

軽自動車の登録変更手続きについて

　
本
年
２
月
に
募
集
を
行
い
ま
し
た
白
樺
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５
２
件
に
も

及
ぶ
多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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。
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。
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。

　
ま
た
、
湖
を
一
周
す
る
遊
歩
道
の
ゴ
ム

チ
ッ
プ
舗
装
は
、
本
年
度
中
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。

■お問合せ先
　白樺湖活性化協議会事務局
　（立科町役場観光商工課内）
　電話 0267−55−6201

白樺湖を一周する遊歩道の名称（愛称）が
“ 白樺ぐるりん ”に決定しました！

観光事業推進室
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仕
事
や
勉
学
で
４
月
か
ら
新
た
な
生
活
が
ス

タ
ー
ト
し
て
３
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
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緊
張
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不
安
が
少
し
ず
つ
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ら
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通
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生
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に
慣
れ
て
く
る
頃
だ
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思
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す
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）
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。

　
こ
の
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、
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で
初
め
て
開
か
れ
る

全
国
高
校
総
合
文
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の
大
会
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
の
歌
詞
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最
優
秀
賞
に
立
科
町
の
桜
井
双
葉

さ
ん
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「
こ
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に
」
と
い
う
作
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が
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ば
れ
、
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故
郷
」「
川
」「
山
」
の
歌
詞
に
は
、
自
身
が

暮
ら
す
立
科
町
へ
の
愛
着
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
郷
土
愛
と
言
い
ま
す
か
、
地
域
へ
の
想
い
は

若
い
世
代
に
も
し
っ
か
り
と
育
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
大
変
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

も
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
立
科
を

離
れ
て
い
る
若
い
世
代
の
考
え
や
思
い
を
聴
け

る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
も
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　
立
科
町
の
将
来
は
、
自
立
を
堅
持
し
つ
つ
、

若
者
達
が
必
ず
帰
っ
て
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く

り
を
改
め
て
強
く
思
い
、
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
風
（
町
長
コ
ラ
ム
）
⑲

米
村
匡
人

　この補助金は、少子化に対する取組みとして、企業及び団体が実施する、結婚を望む独身男女の出会いの場
を提供し、結婚を推進するイベントに対し、予算の範囲内で補助金を交付するものです。

補助対象事業 　20歳以上の独身男女の出会いの場を提供するための交流会等のイベント

補助対象団体 　‌�町内に事務所又は事業所等を有し、立科町において補助対象事業を実施する企業、NPO法
人及び団体

補助対象経費 　補助金の対象となる経費は、補助対象事業の実施に必要な次の経費です。

　　⑴　講師、司会者等に係る経費（謝金、交通費、食事代等）
　　⑵　消耗品等（景品、記念品等を除く）に係る経費
　　⑶　チラシ、ポスター及び資料等の印刷費
　　⑷　宣伝広告費
　　⑸　通知等に係る郵送料
　　⑹　施設使用料及び借上げ料
　　⑺　バス借上げ料等の移動手段に係る経費（参加者の交通費は除く）
　　⑻　傷害保険料
　　※イベント参加者の飲食代は対象外となります。　

補助金の額
　補助対象経費の合計額の２分の１以内とし、１回の開催につき10万円を限度とします。なお、イベント等の参加
者負担金合計額と補助金の合計額が事業費総額を上回る場合は、補助金を減額又は交付しないものとします。

補助金の交付申請
　補助金の申請にあたっては、あらかじめ、次の書類を添えて提出していただきます。
　なお、詳しい補助要件等については事前にお問合せください。

補助金申請に必要な書類 　　⑴　婚活支援事業補助金交付申請書
	 ⑵　婚活支援事業団体概要説明書
	 ⑶　婚活支援事業計画書
	 ⑷　婚活支援事業収支予算書

婚活支援事業補助金について

婚活イベントに補助金を交付します

企画振興係
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10年後に安心して生活できる町をつくるために
シリーズ 第14 弾

３月29日㈬に「第４回立科町地域支援づくり推進会議」が行われました
　まず、はじめに、平成29年度の地域支援づくり推進会議や生活支援コーディネーターなど、生活支援の体
制整備に関わる町や社協の計画と予算について説明がありました。
　生活支援の体制整備を推進していく生活支援コーディネー
ターには、立科町社会福祉協議会の内藤明香さんが任命され
ました。
　内藤さんより「立科町に何が必要か考えて、声を上げられ
ない人の声を聞いていく。地域の中で居場所づくりをしたり、
一人暮らしの配食で状況や課題を把握していきたい。また、
地区で活動されているふれ愛ネットワークの皆さんと協力し
ていきたい。」という発表がありました。
　平成29年度は、行政と社協とで協議しながら、地域実
態・課題を把握したり、生活支援コーディネーターや地域支
援づくり推進会議を住民に知ってもらえるよう活動していく
予定です。

　また、どういう町づくりを目指していくのか、会議のビ
ジョンやスローガンがあった方がいいという意見が出されま
した。言いやすく、住民の主体性をもったものにしたいとい
うことから、委員さんたちの協議の上、ビジョン・スローガ
ンは、「支えあい自ら輝く地域づくり」に決まりました。
　会議の名前についても子どもにもわかりやすく、呼びやすい名前がいいということから、方言の“ずく”
と“○○づくり”をかけて「たてしな“ずく”りの会─立科町暮らしづくりの会─」となりました。
　７月には住民参加型の「地域支援づくり懇話会」を開催する予定です。どなたでも参加できますので、皆
さんお誘いあわせの上、ご参加ください。懇話会の詳しい日程、内容については次回の広報７月号に掲載す
る予定です。

高齢者支援係

「
現
況
届
」の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

　
児
童
手
当
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年

６
月
中
に
「
現
況
届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
６
月
１
日
現
在
の
養
育
状

況
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
、
児
童
手
当
等
を
引
き

続
き
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
提
出
が
な
い
と
６
月
以
降

の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
町
で
は
、

受
給
者
（
前
年
度
受
給
者
）
あ
て
に
関
係
書
類
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
の
う
え
、
必

ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
福
祉
係

現
況
届
提
出
の
際
に
は
次
の
書
類
の
添
付
が

必
要
で
す

●‌�

受
給
者
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
厚
生
年
金
等
加

入
者
の
場
合
は
健
康
保
険
証
の
写
し

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
不
要
で
す
）

※‌�

今
年
の
１
月
１
日
現
在
で
立
科
町
に
住
所
が
な

か
っ
た
方
は
前
住
所
地
の
市
区
町
村
が
発
行
す

る
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
の
提
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

児
童
手
当
等
受
給
者
の
み
な
さ
ん

福祉係
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立科町健康サポーター養成講座開催のお知らせ
　立科町では、高齢者を地域で支援していくために「立科町健康サポーター養成講座」を開催しております。こ
の講座は、高齢者支援、また自分自身の健康維持のために必要な知識を習得し、地域の高齢者支援やボランティ
ア活動に活かせるよう、１年かけて学ぶ講座となります。
　介護保険や認知症に関すること、介護予防、高齢者を支えるボランティア等、幅広い内容を様々な視点から学
ぶことができます。
　今回、（第10期）受講生を募集いたします。大勢の皆様のご参加をお待ちしております。

地域包括支援センターです！こち ら 高齢者支援係

地域包括支援センター・高齢者支援係

平成29年度  立科町健康サポーター養成講座（10期生）（開催予定）
月日 講座内容 講師 開催時間 開催場所 備考

① ６/29
㈭

高齢者の現状と
　介護予防について

役場町民課
　　担当職員

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

② ７/６
㈭

年を重ねること
　〈医学的観点から〉

栁澤医院
　　栁澤伸孔先生

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

③ ７/27
㈭

介護予防運動機能について
　①講義と実技

佐久平総合リハビリセンター
　　関口憲治氏

13：30
～15：00

中央公民館
大会議室

④ ８/３
㈭

介護予防運動機能について
　②講義と実技

佐久平総合リハビリセンター
　　関口憲治氏

13：30
～15：00

中央公民館
大会議室

⑤ ８/24
㈭

救急救命法
　高齢者緊急時の対応 川西消防署 13：00

～16：00
中央公民館
大会議室 普通救命講習

⑥ ９/８
㈮

アンチエイジング料理教室
　〈介護予防の観点から〉

役場町民課
　　山井栄養士

10：00
～13：00

老人福祉
センター

⑦ ９/21
㈭

認知症
　地域で暮らしていくために

NPO法人やじろべー
　　中澤純一氏

13：30
～15：00

中央公民館
大会議室

認知症サポーター
養成講座
（公開講座）

⑧ 10/５
㈭

認知症（排泄について）
　在宅で介護していくために

NPO法人やじろべー
　　有賀祐子氏

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

⑨ 10/19
㈭

介護技術の理解と実技①
　腰痛予防と心地よい介護

信州短期大学部
　　関口昌利氏

13：00
～14：30

信州短期大学
講堂 バス送迎

⑩ 11/２
㈭

介護技術の理解と実技②
　利用者本位の介護の実践

信州短期大学部
　　関口昌利氏

13：00
～14：30

信州短期大学
介護実習室 バス送迎

⑪ 11/21
㈫

介護予防
　口腔機能について

永井歯科
　　永井敏先生

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

⑫ 12/７
㈭

コミュニケーションとは？①
　共感し耳を傾けるために

NPO法人やじろべー
　　中澤純一氏

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

⑬ １/18
㈭

コミュニケーションとは？②
　体験後のふりかえり

NPO法人やじろべー
　　中澤純一氏

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

⑭ １/24
㈬

仲間づくりのために
　〈レクをとおして〉

レクリエーション講師
　　大塚寛美氏

13：30
～15：00

中央公民館
視聴覚室

＊日程開催場所につきましては、諸事情により変更となる場合があります。
＊⑤講座終了後、普通救命講習修了証が交付されます。
＊⑦講座終了後、オレンジリングが授与されます。
＊⑫回目講座終了後、介護保健施設など訪問しコミュニケーションをはかる体験を行います。
受講対象者　　立科町民で介護や介護予防、認知症に関心のある方ならどなたでも
参　加　費　　無料
募 集 期 限　　６月16日㈮
申　込　先　　立科町地域包括支援センター（役場　町民課　高齢者支援係）
　　　　　　　電話 0267−88−8418　または　有線 2311　までご連絡ください。
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こ
れ
か
ら
の
暑
い
季
節
、
特
に
７
月
の

下
旬
か
ら
８
月
中
は
熱
中
症
の
発
生
の

ピ
ー
ク
で
す
が
、
梅
雨
の
合
間
に
突
然
気

温
が
上
が
っ
た
日
や
梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑

い
日
に
も
熱
中
症
は
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。

　
暑
さ
に
対
し
て
体
が
ま
だ
順
応
で
き
て

い
な
い
時
に
気
温
が
上
が
る
と
熱
中
症
に

な
り
や
す
い
た
め
、
梅
雨
が
明
け
る
前
か

ら
注
意
が
必
要
で
す
。

急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意

　
人
が
上
手
に
発
汗
で
き
る
よ
う
に
な
る

に
は
、
暑
さ
へ
の
慣
れ
が
必
要
で
す
。
暑

い
環
境
で
の
運
動
や
作
業
を
始
め
て
３
～

４
日
経
つ
と
、
汗
を
か
く
た
め
の
自
律
神

経
の
反
応
が
良
く
な
っ
て
、
体
温
の
上
昇

を
防
ぐ
の
が
上
手
に
な
っ
て
き
ま
す
。
さ

ら
に
、
３
～
４
週
間
経
つ
と
無
駄
な
塩
分

を
出
さ
な
い
よ
う
に
な
る
た
め
、
熱
け
い

れ
ん
や
塩
分
欠
乏
の
症
状
を
起
こ
し
に
く

く
な
り
ま
す
。

　
急
に
暑
く
な
る
よ
う
な
時
期
に
は
、
無

暑
さ
に
備
え
た
体
づ
く
り

環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス理

を
し
な
い
で
、
徐
々
に
体
を
慣
ら
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
の
運
動
習
慣
で

暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り

　
「
や
や
暑
い
環
境
」
で
「
や
や
き
つ
い
」

と
感
じ
る
程
度
の
運
動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
）
を
毎
日
30
分
程
度
継
続
す
る
こ
と

で
、
汗
が
出
や
す
く
暑
さ
に
強
い
体
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
じ
っ
と
し
て
い
れ
ば

汗
を
か
か
な
い
よ
う
な
季
節
か
ら
で
も
、

少
し
早
足
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
、
汗
を
か

く
機
会
を
増
や
し
て
い
け
ば
、
夏
の
暑
さ

に
負
け
な
い
体
を
よ
り
早
く
準
備
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
ま
め
な
水
分
摂
取
を
心
が
け
る

　
普
段
の
生
活
で
は
、
食
事
以
外
に
飲
料

と
し
て
１
日
１
〜
２
リ
ッ
ト
ル
の
摂
取
が

目
安
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
や
お
茶
な
ど

コ
ッ
プ
半
分
程
度
の
量
を
、
こ
ま
め
に
１

時
間
に
１
回
程
度
は
飲
む
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
の
ど
が
渇
い
た
と
感
じ
な
く
て

も
、
水
分
補
給
す
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
で

す
。

　
注
意
が
必
要
な
の
が
高
齢
者
で
す
。
高

齢
者
は
の
ど
の
渇
き
な
ど
が
感
じ
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
意
識
的
に
水
分
補

給
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
暑
く
な
る
と
ビ
ー
ル
が
お
い
し

い
季
節
で
す
が
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
利
尿
作

用
が
あ
り
、
体
か
ら
水
分
を
奪
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
だ
ら
、
寝

る
前
に
は
水
分
補
給
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

体
調
管
理
に
気
を
つ
け
る

　
熱
中
症
の
発
生
に
は
体
調
が
大
き
く
影

響
し
ま
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
睡
眠
不
足
や
食
事
を
抜
く

よ
う
な
生
活
習
慣
は
改
め
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
普
段
元
気
な
人
で
も
体
調
が
す
ぐ
れ
な

い
と
熱
中
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

元
気
な
人
ほ
ど
つ
い
無
理
を
し
が
ち
で
す
。

体
調
管
理
に
心
が
け
る
こ
と
は
熱
中
症
予

防
に
基
本
と
な
り
ま
す
。

　
食
べ
る
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
歯
は
、
健
康
の
土
台
と

も
い
え
ま
す
。
む
し
歯
や
歯
周
病
な
ど
に
よ
っ
て
歯
が
失
わ
れ

る
と
、
よ
く
噛
め
な
い
た
め
消
化
吸
収
が
悪
く
な
る
ほ
か
、
食

べ
ら
れ
る
も
の
も
限
ら
れ
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
が
難
し

く
な
り
、
全
身
の
健
康
に
影
響
し
ま
す
。
歯
の
役
割
は
噛
む
こ

と
だ
け
で
な
く
、
発
音
、
表
情
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
脳
へ
の
刺

激
な
ど
様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
歯
周
病
は
、
単
に
歯
を
ダ
メ
に
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

動
脈
硬
化
、
糖
尿
病
、
心
筋
梗
塞
、
肺
炎
な
ど
の
ほ
か
、
女
性

の
場
合
は
早
産
な
ど
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
歯
や
全
身
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
も
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医

を
も
ち
、
定
期
的
に
歯
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

歯
が
喜
ぶ
生
活
習
慣

●
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
…

　
よ
く
噛
む
こ
と
で
唾
液
の
分
泌
が
促
進
さ
れ
る
。

　

‌�

唾
液
に
は
口
腔
洗
浄
作
用
、
抗
菌
作
用
な
ど
、
む
し
歯
や
歯

周
病
の
原
因
菌
を
抑
え
る
働
き
が
あ
る
。

●
禁
煙
す
る
…

　
喫
煙
は
、
血
管
を
収
縮
さ
せ
歯
肉
へ
の
血
流
を
悪
く
す
る
。

●
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
…

　
ス
ト
レ
ス
は
、
唾
液
の
分
泌
を
妨
げ
る
。

環境保健係

みんなで

食
育

健
康
な
歯
で
元
気
い
き
い
き

６
月
４
日
～
10
日
ま
で
は
歯
と
口
の
健
康
週
間
で
す
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特定健診 を 受けましょう

平成29年度の健診は、６月１日から開始
◆特定健診の種類と内容等
【内容】　身長、体重、腹囲、尿検査、血液検査（肝機能・血中脂質・血糖）診察　　　　
※集団健診・町内個別健診は、血液検査（腎機能・尿酸・貧血等）、心電図検査を追加して行います。

40歳になったら、あなたも対象です。
特定健診は生活習慣病の早期発見・早期治療を目的に実施し、検査結果に応じて、
医師、保健師、管理栄養士などが生活習慣の改善に向け、あなたをサポートします。

毎年受診して、家族みんなで生活習慣病を防ぎましょう。

約9,000円の健診内容を
無料で受けられて
　　　　　お得です！

櫻井石材有限会社
長和町古町4459 （長門バイパス沿い）
☎0268-68-3859 FAX0268-68-4444

お墓Q&A ◇各種ご質問にお答えしますので、お気軽にお問い合わせください。

墓石・記念碑・石工事一式

納骨堂がとても湿っぽいのですが、改善方法はありますか？

改善できます。換気口を取り付けることにより軽減することができます。
どうしても納骨堂は底部からの湿気により結露しやすいので、風の流れを作って
あげることが改善方法のひとつです。

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；企画課企画振興係》

30歳代の方も
受けられます。

特定健診の種類（会場） 日程 対象年齢

集団健診
７/３　総合観光センター
その他は老人福祉センター

７月３日㈪～　　
　　７月10日㈪
８月１日㈫～　　
　　８月８日㈫
（土日を除く）

30～39歳
40～74歳で
国保加入者

75歳以上

町内個別
（町内医院）

６月１日㈭～　　
　　３月17日㈯

☆‌�自分の都合に合わせて
受診できます。

上記集団健診と同様

町外個別
（県内契約医療機関）

40～74歳で
国保加入者

年に一度、体も定期点検

◆特定健診の申込み方法
　あなたが受ける特定健診の種類を選んで、役場環境保健係に電話します。
　　 申込先　電話 0267－88－8407　有線 2311
◇‌�「平成29年度検診申込書」で申込みをした方は、５月下旬に案内・受診券等が届くので、案内に従って受診
してください。
◇40〜74歳の方で勤め先等の健康保険に加入されている方は、加入している健康保険にお問合せください。

家族
みんなで

環境保健係
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　６月７日、８日、９日の３日間マンモグラフィー検診を行います。
　対象は40歳以上の女性の皆さんです。
　マンモグラフィー検診は、乳房専用の機械でレントゲン写真を撮影し、触診では発見しにくい小さなしこり
等も写し出し、乳がんの早期発見に役立ちます。女性技師が対応しますので安心して受診ができます。
　撮影は、１人６分程度で完全予約制、検診料金は2,000円です。
　予約枠に若干の余裕がありますので、受診を希望される方は大至急、環境保健係までお申込みください。

申込み先：環境保健係　電話 0267－88－8407　有線 2311

対象者になる方
●町民の方で、対象年齢に該当し、がん検診費用を自己負担している方が対象となります。
　ただし、立科町が実施する集団がん検診と両方を受診することはできませんので、ご注意ください！

検診の種類・検査方法・対象年齢・助成金の額（上限額）
＊交付回数は２年に１回です。（連続交付はしません。）
＊対象年齢は、平成30年３月末現在

検診の種類 検査方法 対象者の年齢 助成金の額（上限額）

胃がん検診 胃内視鏡検査（胃カメラ） 50歳以上 6,000円

乳がん検診 マンモグラフィー検査 40歳以上の女性 4,000円

子宮頸がん検診 子宮頸部の細胞診検査 20歳以上の女性 4,000円

環境保健係

環境保健係

　立科町では、がん検診の受診促進と、がんの早期発見及び治療をすることで町民の皆さんの健康管理と健康
の保持増進を目的に、かかりつけの医療機関で実施したがん検診費用の一部について助成金を交付します。
　胃がん・乳がん・子宮頸がん検診が、対象となります!!

活用しよう、がん検診助成金交付事業！

まだ間に合います、マンモグラフィー検診

申請の手続きは簡単!!
　◎‌�領収書等の原本（検診の内容・検診費用の額）と印鑑、振込先の口座がわかるようにして環境保健係
までお越しください!!

　◆人間ドック・職場のがん検診・保険診療による検診は、助成対象外となりますのでご注意ください!!

検診に行こう!!

～がん検診　愛する家族への　贈りもの～

町民課 環境保健係（保健師まで）
電話 0267－88－8407　有線 2311

お問合せ先
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　地域産業の活性化と省エネルギー及び地球温暖化防止への意識の高揚を図るとともに、町民の省エネルギーの取
組みを積極的に支援し、「環境に配慮したやさしいまちづくり」を推進することを目的に、町民が町内の施工業者を
利用して行う住宅の断熱性能向上リフォーム工事に要する費用に対して、町の予算の範囲内で補助金を交付します。

補助対象者
　次の⑴～⑶ の全てに該当する方が対象者です。
　⑴　‌�立科町内に住所を有し、自己の居住する住宅（店舗、事務所その他こ

れらに類する用途の部分を有する併用住宅にあっては、当該住宅部分
に限るものとし、賃貸住宅は除きます。）に断熱性能向上リフォーム
工事を行う方で、工事後も引続きその住宅に居住する方

　⑵　町税のほか町納入金に滞納がない方
　⑶　‌�補助金の交付を申請する日の属する年度の前年の給与所得のみの収入

金額が1,442万円以下の方、又は所得金額が1,200万円以下の方

補助対象経費
　補助金の交付の対象となる経費は、町内に本社、営業所等を有する法人、又は町内に住所を有する個人事業主で、
住宅に係る工事を業として行う者に発注する次のいずれかの改修工事に係る費用とします。ただし、国、県及び町
の他の制度の補助、融資等の対象となる経費等が含まれる場合は、これを除いた経費を補助対象経費とします。
　⑴　現に居住する住宅の外壁開口部において行われる次のいずれかの工事
　　ア　単板ガラスを複層ガラスに替える工事
　　イ　既存開口部の内側、又は外側に新たなサッシを設置することにより二重サッシとする工事
　⑵　‌�住宅の全ての屋根、全ての居室の壁、小屋裏及び床に断熱材（グラスウール、ロックウール、ポリスチレン

フォーム、ウレタンフォーム等の断熱性能が認められる材料）を新たに設置する工事
　⑶　その他、住宅の断熱性能が向上すると認められる改修工事

補助率、補助限度額等
　補助対象経費の４分の１に相当する額（1,000円未満の端数があるときは、切捨てた額）。
　上限20万円。なお、補助金の交付は、同一住宅について１回限りです。

申請時の添付書類
　全てにおいて、補助対象経費に係る部分と、それ以外の部分が区分されている次の書類。
　　①見積書の写し　②住宅の案内図及び平面図　③工事に着手する前の当該工事箇所の写真
　　④その他町長が特に必要と認める書類（立科町に前年の所得情報がない方の所得証明書等）　

完了期限
　補助金の対象となる工事の完了及び完了関係書類の提出期限は、平成30年１月31日㈬とします。

住宅断熱性能向上リフォーム
補助金の申請を受付けます

環境保健係

申請期間 　６月12日㈪～11月10日㈮
※‌�先着順とし、補助金の申請額が町の予算額（300万円）に達した時点で、受付
を停止します。　

受付窓口 　役場　町民課　環境保健係

電話 0267－88－8407
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◆‌�

移
住
・
定
住
者
の
新
築
住
宅
建
設

に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　
こ
の
補
助
金
は
、
立
科
町
へ
の
移
住
者
お
よ

び
町
内
在
住
者
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
が

行
う
住
宅
の
新
築
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
す
る
こ
と
で
、
移
住
・
定
住
を
促
進
し
、
加

速
化
す
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
定
住

人
口
の
増
加
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※‌�

平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
の
工
事
請
負
契
約

等
が
条
件
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
者

⑴　
移
住
者

　
　
（‌�

立
科
町
外
に
５
年
以
上
居
住
し
、
平
成

28
年
４
月
１
日
以
降
に
立
科
町
に
住
民

票
を
移
動
す
る
方
）

⑵　
‌�

移
住
者
で
、
本
人
若
し
く
は
配
偶
者
が
満

40
歳
未
満
の
方
、ま
た
は
同
居
す
る
15
歳
未

満
（
15
歳
に
到
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度

の
末
日
ま
で
）
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
方

⑶　

‌�

町
内
在
住
者
で
、
夫
婦
い
ず
れ
か
が
満
40

歳
未
満
の
方
、
ま
た
は
同
居
す
る
15
歳
未

満
（
15
歳
に
到
達
す
る
日
の
属
す
る
年
度

の
末
日
ま
で
）
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
方

補
助
金
の
額

　
補
助
対
象
者
の
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
50

万
円
を
予
算
の
範
囲
内
で
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
補
助
金
の
合
計
が
１
０
０
万
円
を
超
え
る

場
合
に
は
１
０
０
万
円
と
し
ま
す
。

補
助
金
申
請
に
必
要
な
書
類

　
補
助
金
の
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
次
の
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

‌�

立
科
町
移
住
定
住
促
進
事
業
新
築
住
宅
補

助
金
交
付
申
請
書

⑵　

‌�

補
助
事
業
に
係
る
経
費
が
確
認
で
き
る
書

類
（
工
事
請
負
契
約
書
等
ま
た
は
見
積

書
）
の
写
し

⑶　
位
置
図
、
平
面
図
、
立
面
図

⑷　
住
民
票
謄
本

⑸　

‌�

町
税
等
の
納
税
証
明
書
（
移
住
者
に
あ
っ

て
は
、
前
住
所
地
の
納
税
証
明
書
）

　
な
お
、
詳
し
い
補
助
要
件
等
に
つ
い
て
は
事

前
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

　
立
科
町
役
場 

企
画
課 

企
画
振
興
係

　
電
話 

０
２
６
７
─
８
８
─
８
４
０
３

　
有
線 

２
３
１
１

移
住
定
住
促
進
事
業

新
築
住
宅
補
助
金
に
つ
い
て

（
平
成
31
年
度
ま
で
）

企画振興係

　町では、寝たきりや認知症の高齢者及び重度の心身障害者の皆さんを在宅において介護されている方の負担
軽減を図るため、紙おむつ購入費の一部を補助しています。
　平成29年度より寝たきり老人等紙おむつ購入費補助金について、支給内容が変更となります。今まで対象者
がわかりにくく限定的であったため、今回対象者をわかりやすくし、範囲を広げました。
　平成29年度の補助金対象期間は平成29年１月１日～12月31日となります。申請の受付は１年分をまとめて
平成30年１月となりますので、対象となる方はそれまで領収書を保管ください。

＊変更内容
対象者 補助限度額（予算の範囲内）

変更前 立科町に住所を有する在宅の寝たきり老人及び重度心身障
害者（児）で、失禁状態が６か月以上にわたっている者 月額5,000円以内

変更後

寝たきり老人等 要介護３・４・５ 月額5,000円以内
認知症老人 認知症高齢者の自立度Ⅲa以上 月額5,000円以内
重度心身障害者（児） 重度心身障害者（児） 月額5,000円以内

その他必要と認めら
れる者

・要介護（１・２）
・‌�病気等の理由により常時失禁状態
と判断される者

月額2,500円以内

（※下線部分が変更・追加）

寝たきり老人等紙おむつ購入費
　　　　補助金の対象者の拡充について

高齢者支援係

町民課　高齢者支援係　　電話 0267－88－8418
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　地域の環境保全と快適な生活環境づくりの
ため、公共マス設置後まだ下水道に接続して
いない方は、早めの接続をお願いいたします。

上下水道係
下水道に切り替えて
快適な生活環境を！

農林係

　町では、松くい虫の被害拡大及び枯損木の倒壊による二次被害を予防するため伐採を行っています。
　この事業では、国の補助制度を活用し、笠取峠の周辺や市町村境の松林を主として被害木の駆除処理を行っ
ています。（山林内に限定されており、また、予算に限りがあるので被害木全てが伐採されないこともありま
す。）
　この事業の実施にあたり、所有者の方にご連絡なく被害木を処理しますが、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、お墓や宅地等の被害木については『立科町松くい虫防除伐採補助金』をご活用ください。
　詳細につきましては農林課までお問合せください。

松くい虫伐採事業を行っています

議会事務局

６月 ５日㈪　本会議（提案説明）
　　 ６日㈫　本会議（議案質疑委員会付託）
　　 ７日㈬　本会議（一般質問）
　　 ８日㈭　本会議（一般質問）
　　 ９日㈮　常任委員会
　　13日㈫　本会議（委員長報告・討論・採決）

日程
（予定）

町議会６月定例会のお知らせ

　農地等の権利取得については、優良農地の確保や効率的な利用を図る観点等から、農
地法により「下限面積（北海道を除き原則50a）」が設定されています。
　この下限面積は、農業委員会が農林水産省令で定める基準に従い、下限面積を別に設
定できることとなっています。
　立科町農業委員会では、３月定例会において審議した結果、農家の耕作面積などの状
況から町内全域で昨年同様に下限面積を30アールに決定しました。
　耕作のために農地の所有権等の権利を取得しようとする場合は、農地法第３条の許可
を受け、取得後において下限面積以上を耕作することが必要になります。

農林係農林係

農地取得の下限面積を
30アールと決定しました 農家　　の窓

農業委員
会だより

● 転用許可後の地目変更登記をお忘れなく ●
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立科町の特長を表し、末永く町民の皆様や来訪者に親しみを与える名称を募集します。

◆応募資格
　立科町内に在住、在勤、在学の方
　※年齢、性別、国籍に関係なく応募できます。
◆募集締切
　６月15日（木曜日）
◆応募方法
　‌�応募用紙に次の必要事項をご記入の上、役場観光商工課商工係へ持参、
ファックス、Eメール、郵送（当日消印有効）のいずれかでご応募ください。
　⑴ 道の駅名称　⑵ 名称の意味　⑶ 住所　⑷ 氏名
　⑸ 性別　⑹ 年齢　⑺ 電話番号

　※応募者一人につき、１名称とします。
　※‌�応募にあたってご提出頂いた個人情報は、立科町において適正に管理し、今回の応募に必要な業務にのみ使用し
ます。

◆選考方法
　別に組織する「道の駅施設名称選定委員会」の審査を経て、町長が決定します。
　※応募された名称の数（多数決）で選定することは、原則いたしません。
　※採用された名称の応募者が複数の場合には、その中で抽選を行い受賞者を決定します。
◆賞
　受賞者には、賞状及び賞品（地元特産品等）を進呈します。
　※‌�受賞者には直接連絡（平成29年７月を予定）するほか、広報たてしなや町公式ホームページ等で公開する予定です。
◆留意事項
・採用された名称の著作権、商標権、その他一切の知的財産は、すべて立科町に帰属します。
・他の道の駅の名称や、著作権、商標権を侵害していないものとします。
・‌�同じ読み方の名称であっても、漢字、ひらがな、カタカナ、アルファベット等で標記が異なる場合には別とみなします。
◆問合せ・申込み先
　立科町役場　観光商工課　商工係　〒384−2305　立科町大字芦田2532番地
　http://www.town.tateshina.nagano.jp　※立科町公式ホームページ（名称募集案内・申込書）
　電話 0267－88－8412　FAX 0267－56－2310　E-Mail shoukou@town.tateshina.nagano.jp

立科町初となる「道の駅」の名称募集 商工係

名称の募集

求められる役割 求められる機能

◆‌�現在、中部横断自動車道の整備が進められており今後、高速交通網の拡充が進み、さらなる交通量の増加が見
込まれる国道142号線の隣接地（立科町大字茂田井2480番地他）「蓼科農ん喜村」を有効に利用することによ
り、農業振興や観光振興等、地域の活性化に貢献する新たな交流拠点として、町初となる「道の駅」の整備を
進めています。
◆‌�年度内の開業を目指す本施設を、「道の駅」として国に登録するため、今般、町民の皆様から「道の駅」の名
称を募集します。

●観光振興の拠点
●農業振興の拠点
●交流創出拠点
●価値創造の拠点

地域活性化の拠点施設 休 憩 機 能 　・24時間、無料で利用できる駐車場・トイレ

情報発信機能 　・道路情報、地域の観光情報など提供

地域連携機能 　・特産品の販売、地域振興施設

地域とともにつくる個性豊かなにぎわいの場

位　置 募集要項

道の駅
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●国際化の時代を迎えて
　日本の外国人居住者は、最近は減少傾向が見られますが、長期的には増加し続けています。外国人居住者をとりま
く職場や学校など、地域社会の日常生活の場においては、言語、習慣、宗教などの違いから、様々な軋

あつ

轢
れき

が生じやす
く、外国人に対する偏見・差別意識が人権侵害につながってしまう事例もあります。

●多文化共生社会とは……
　国籍や民族などの異なる人々が、互いの文化的違いを認め合い、尊重し合い、助け合いながら、共に生きていく社
会をいいます。日本には多くの外国人が生活し、多種多様な文化が存在しています。そこに差別はあってはならず、
共に地域社会の一員として生活することが、真の多文化共生社会であるといえます。

●多文化共生社会をめざして
　外国人に対して、「郷に入れば郷に従え」と日本の文化や慣習を押し付けようとする考えがあります。しかし、本
当にそれでいいのでしょうか？日本にいるからといって、外国人が持っている日本とは異なる文化を認めずに、日本
の文化を強制することは、人権が大切にされている社会とはいえません。
　人権は、自分らしく誇りを持って生きるために、国籍・民族、生活・文化、話す言葉、皮膚の色などが違っても、
誰にでも平等に世界中のすべての人々が持っている権利です。当然、日本にいる外国人にも人権があります。人権に
国境はありません。
　もちろん、外国人が日本の文化、慣習を理解することも必要でしょう。そのためにも、私たちは外国人の文化を尊
重しつつ、日本の文化を理解してもらうようにコミュニケーションを深める努力が必要です。「現在の日本には異な
る文化を持つ人が数多くいる」という認識を持ってみませんか。あえて極端にいうなら、日本人同士でさえ、別々の
文化（慣習・考え方）を持っているくらいです。一人ひとりが、自分と同様に他者にも大切な文化や習慣があること
を認識することで、多文化共生社会が実現していくのではないでしょぅか。

参考文献　（公財）人権教育啓発推進センター　『外国人と人権』より

「外国人の人権」について考える

教育委員会

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター（社会教育人権政策係）

企画振興係
平
成
28
年
度

「
公
文
書
公
開
制
度
」と

「
個
人
情
報
保
護
制
度
」の

運
用
状
況
に
つ
い
て

立
科
町
公
文
書
公
開
条
例
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
公
表

　
請
求
総
件
数　
　
15
件

　
公
開
件
数　
　
　
14
件

　
（
内 

全
部
公
開
14
件
、
部
分
公
開
０
件
）

　
非
公
開
件
数　
　
０
件

　
そ
の
他　
　
　
　
１
件
（
対
象
文
書
無
し
）

　
不
服
申
立
て
等　
な
し

立
科
町
個
人
情
報
保
護
条
例
第
22
条
の
規
定
に
よ
り
公
表

　
個
人
情
報
取
扱
い
事
務
の
登
録
件
数　
２
４
０
件

　
開
示
等
の
請
求
件
数　
　
　
　
　
　
　
な
し

　
公
文
書
公
開
制
度
は
、
町
が
持
つ
情
報
を
町
民
か

ら
の
請
求
に
応
じ
公
開
す
る
こ
と
を
定
め
、
行
政
執

行
上
で
生
じ
た
情
報
を
適
正
に
管
理
、
運
用
す
る
こ

と
を
責
務
と
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
町
の
機
関
が
持
つ
個
人

情
報
の
開
示
、
訂
正
、
削
除
及
び
目
的
外
利
用
又
は

外
部
提
供
の
中
止
を
請
求
す
る
権
利
を
町
民
個
人
に

明
示
し
た
も
の
で
す
。
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図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　　　 （土曜日は午後５時）
●日曜日・祭日　　午後１時～午後５時
＊お一人  ５冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　６月28日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください！

お知らせ

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

教育委員会

「ちゅうりっぷの会」による

新着図書

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　電話 0267－88－8417　有線 4000

「ワインガールズ」
松山　三四六（著）　ポプラ社（出版）
舞台は長野県塩尻市にある「桔梗ケ原学園」。生徒たちが実際にブ
ドウ栽培からワインを瓶詰めし販売まで手がける、全国でも珍しい
「ワイン醸造」を学べる高校である。いちる、結生子、美麓の３人
の少女は、挫折をくりかえしながら、ワイン造りに没頭していく。
実在の高校をモデルに、タレントの松山三四六が書き下ろしたご当
地小説。
………………………………………………………………………………
「すべての見えない光」

アンソニー・ドーア（著）　藤井　光（訳）　新潮社（出版）
孤児院で幼い日を過ごし、ナチスドイツの技術兵となった少年。パ
リの博物館に勤める父のもとで育った、目の見えない少女。戦時下
のフランス、サン・マロで、二人の運命が交差する。
ピュリツァー賞（小説部門）受賞の感動巨編。
………………………………………………………………………………
「赤松小三郎ともう一つの明治維新」
テロに葬られた立憲主義の夢
関　良基（著）　作品社（出版）
坂本竜馬より時代に先駆け、議会政治を唱え、維新直前に暗殺され
た大政奉還の隠れた立役者・赤松小三郎。大政奉還150周年にあたっ
て、赤松の知られざる生涯を最新の研究成果とともに紹介し、彼の唱
えた議会政治が現在の日本国憲法の理念と比べて、何ら遜色ない内
容であり、社会的支持も得ていた事実を明らかにする。赤松小三郎…
幕末の兵学者・政治思想家（1831年～1867年）。上田藩士。
………………………………………………………………………………
「100円たんけん」

中川　ひろたか（ぶん）　岡本　よしろう（え）　くもん出版（出版）
100円あったら、何が買える？ぶた肉100円ぶん、買ったことあ
る？子どもたちにとって身近な値段「100円」で買えるものをくら
べてみよう！名づけて、100円たんけん！お金の見方がちょっと変
わる、はじめてのお金絵本！

　カラオケを愛する皆さん、日ごろの練習の成果を発表してみませんか。

●期　　日　６月20日㈫　午前11時から
●場　　所　権現の湯　カラオケルーム
●募集人数　先着　45名
●募集期間　６月14日㈬まで（定員になり次第締め切らせていただきます。）
●参 加 料　無料（入館券はご購入ください）

　詳しくは権現の湯までお問合せください。　電話 0267−56−0606
　みなさんのご参加をお待ちしています。

【第一回権現の湯　お楽しみカラオケ発表会】
開催のお知らせ

権現の湯
から
お知らせ

平成29年度
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立
科
小
学
校
体
育
館
に
掲か

か

げ
ら
れ
て
あ
る
、

現
代
書
道
の
父
、
比
田
井
天
来
先
生
（
１
８
７

２
～
１
９
３
９
）
揮き

毫ご
う

の
扁へ

ん

額が
く

「
質し

つ

実じ
つ

剛ご
う

健け
ん

」

を
仰あ

お

ぎ
見
る
と
き
、
い
つ
も
必
ず
、
こ
の
６
月

に
誕
生
し
、
逝せ

い

去き
ょ

さ
れ
た
五
無
斎
・
保
科
百
助

先
生
（
１
８
６
８
・
６
・
８
～
１
９
１
１
・

６
・
７
）
の
面お

も

影か
げ

が
扁
額
に
重
な
り
合
う
よ
う

に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
五
無
斎
先

生
と
天
来
先
生
が
、
在あ

り
し
日
々
を
偲し

の

び
な
が

ら
、
立
科
っ
子
の
学
び
の
姿
を
嬉う

れ

し
そ
う
に
見

守
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
北
佐
久
郡
の
川
西
地
方
が

輩は
い

出し
ゅ
つし
た
二
人
の
俊し

ゅ
ん

傑け
つ

の
交
流
や
、
こ
の
扁
額

の
由
来
に
関
す
る
史
料
も
言
い
伝
え
も
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
史
実
は
分

か
ら
な
い
そ
う
で
す
。
い
や
、
分
か
ら
な
い
と

言
う
よ
り
も
、
両
雄
の
交
わ
り
は
な
か
っ
た
と

い
う
見
方
が
定
説
の
よ
う
で
す
。

　
こ
の
定
説
の
背
景
に
は
、「
隣り

ん

人じ
ん

」
で
あ
る

が
故ゆ

え

の
微
妙
な
関
係
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
座ざ

右ゆ
う

の
書
（
？
）
で
あ
る
「
悪
魔
の
辞
典
」

（
ピ
ア
ス
著
・
西
川
正
身
編
訳
・
岩
波
書
店
）

に
、
隣
人
と
は
、「
私
た
ち
の
ほ
う
で
は
、
命
令

に
従
っ
て
、
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
愛
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
に
、
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し
て

そ
の
命
令
に
背そ

む

か
せ
よ
う
と
す
る
人
。」
と
記

述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
関
係
は
、「
隣
人
に

と
っ
て
の
隣
人
で
あ
る
私
」
に
も
共
通
し
ま
す

の
で
、
隣
人
間
に
は
微
妙
な
何
か
が
あ
り
ま
す
。

　
今
日
の
立
科
町
と
佐
久
市
望
月
は
む
ろ
ん
共

存
共
栄
の
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
中
山
道
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
時
代
は
、
こ
の
よ
う
な
微

妙
な
関
係
が
は
っ
き
り
し
て
い
た
は
ず
で
す
。

望
月
宿
に
泊
ま
っ
た
旅
人
は
、
よ
ほ
ど
の
事
情

が
な
い
限
り
、
茂も

田た

井い

間あ
い

の
宿
や
芦
田
宿
に
は

泊
ま
ら
ず
、
逆
も
同
様
で
あ
り
、
近
隣
の
宿
場

は
言
わ
ば
商
売
敵が

た
きで
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
隣
人
間
の
微
妙
な
関
係
は
、
町
誌
か
ら
も
う

か
が
え
ま
す
。「
立
科
町
誌 

歴
史
編
（
下
）」

に
、「
昭
和
22
年
、
新
し
い
高
校
制
度
の
発
足

に
伴
い
、
川
西
地
方
各
村
は
、『
新
制
高
等
学

校
陳
情
書
』
を
県
に
提
出
し
、
学
校
組
合
立
で

あ
る
蓼
科
農
学
校
、
望
月
高
等
女
学
校
、
望
月

中
学
校
を
県
立
高
校
に
移
管
す
べ
く
、『
川
西

高
等
学
校
』
の
設
立
に
向
け
て
、
大
き
な
運
動

を
展
開
し
た
。
し
か
し
、
望
月
側
と
の
歩
調
の

乱
れ
な
ど
複
雑
な
経
緯
が
あ
っ
て
、
実
現
す
る

こ
と
な
く
終
わ
り
、
昭
和
23
年
よ
り
立
科
三
村

に
よ
る
蓼
科
高
等
学
校
の
設
立
の
方
向
に
転
換

し
た
。」
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、「
望
月
町
誌 

第
五
巻 

近

現
代
編
」
に
は
、
望
月
中
学
校
が
３
年
前
に
落

成
し
た
ば
か
り
で
、
財
政
面
も
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
歩
調
の
乱
れ

4

4

4

4

4

は
、
隣
接
す
る
市

町
村
に
は
十
分
あ
り
得
る
こ
と
で
、
両
雄
の
関

係
に
お
い
て
も
、
複
雑
な
経
緯

4

4

4

4

4

が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
さ
ら
に
、
五
無
斎
先
生
を
変
人
奇
人
と
決
め

つ
け
、
天
来
先
生
を
看
板
屋
と
称
し
て
は
ば
か

ら
な
い
人
々
の
存
在
も
、
二
人
の
交
わ
り
に
関

す
る
史
料
や
言
い
伝
え
が
残
っ
て
い
な
い
背
景

に
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
同
じ
北
佐
久
郡
川
西
に

生
ま
れ
、
同
じ
時
代
を
颯さ

っ

爽そ
う

と
駆か

け
抜
け
た
二

人
の
俊
傑
が
、
互
い
の
存
在
を
全
く
知
ら
な
か
っ

た
、
そ
し
て
、
一
度
も
意
識
し
合
う
こ
と
が
な

か
っ
た
と
考
え
る
の
は
、
不
自
然
極き

わ

ま
り
な
い

こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
月
号
も
、
老
い
の
空
想
は
夢
物

語
の
世
界
に
飛
ん
で
い
ま
す
…
…
。

z
z

z

　
明
治
40
年
２
月
、
長
野
県
が
生
ん
だ
初
の
大

臣
、
渡
辺
正
武
子
爵
邸
を
訪
れ
た
翌
朝
、
五
無

斎
は
、
上
京
時
の
定じ

ょ
う

宿や
ど

、
本
郷
「
旭
館
」
を
発た

ち
、
自
ら
「
火
の
車
」
と
名
付
け
た
朱し

ゅ

塗ぬ

り
金き

ん

箔ぱ
く

付
き
の
荷
車
を
牽ひ

き
、
牛
込
区
岩
戸
町
の
比

田
井
天
来
宅
に
向
か
っ
た
。

　
こ
の
派
手
や
か
な
荷
車
は
、
五
無
斎
が
筆ひ

つ

墨ぼ
く

行ぎ
ょ
う

商し
ょ
うを
生な

り

業わ
い

と
す
る
決
意
を
し
、
特
別
注
文

で
造
っ
た
。「
火
の
車
」
に
は
、
今
回
の
上
京

で
、
書
道
用
品
の
老し

に
せ舗
、
玉
川
堂
と
古
梅
園
か

ら
仕
入
れ
た
筆
や
硯す

ず
り、
墨
、
短
冊
な
ど
が
ず
っ

し
り
積
ま
れ
て
い
た
が
、
五
無
斎
の
頑が

ん

健け
ん

な
体た

い

躯く

は
こ
れ
を
軽
々
と
牽
い
た
。

　
重
い
荷
車
を
足
早
に
牽
き
な
が
ら
、
五
無
斎

は
、
初
め
て
対
面
す
る
天
来
へ
の
思
い
を
反は

ん

芻す
う

し
て
い
た
。

　
明
治
元
年
に
五
無
斎
が
生
ま
れ
た
北
佐
久
郡

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日

夢物語〈全４話中の第２話〉

北佐久郡川西が輩出した俊
しゅん

傑
けつ

二人
～教育一

いち
途
ず
の人・五無斎と現代書道の父・天来～
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き
」
と
い
う
辞
表
を
提
出
し
て
教
職
を
辞
し
た

年
で
あ
り
、
五
無
斎
は
、
人
智
を
超
え
た
何
か

が
交こ

う

錯さ
く

し
、
天
来
が
教
職
に
就
き
、
片
や
自
分

自
身
が
学
校
教
育
の
場
を
去
る
こ
と
に
不
思
議

な
縁え

に
しを

覚
え
た
。

　
10
年
間
の
教
師
生
活
に
終
止
符
を
打
っ
た
が
、

五
無
斎
の
活
動
の
軸じ

く

足あ
し

は
、
常
に
教
育
の
領り

ょ
う

域い
き

に
置
か
れ
て
い
た
。

　
講
演
。
鉱
物
採
集
と
標
本
の
整
理
。
新
聞
の

連
載
。
保
科
塾
の
開
設
。
県
下
各
校
へ
岩
石
標

本
寄
贈
。
信
濃
教
育
会
付
属
図
書
館
（
現
県
立

長
野
図
書
館
）
の
設
置
。
狂
歌
集
の
刊
行
。
衆

議
院
議
員
補
欠
選
挙
に
立
候
補
。
筆
墨
行
商
。

週
刊
紙
「
信
濃
公
論
」
の
発
行
。
…
…
。

　
五
無
斎
自
ら
、「
故
郷
亡ぼ

う

じ
難が

た

し
の
原
理
に

よ
り
何
時
も
教
育
に
関
係
あ
る
事
業
の
み
。」

と
述
べ
た
よ
う
に
、
五
無
斎
の
活
動
は
す
べ
て

教
育
の
範
囲
を
超
え
ず
、
神し

ん

聖せ
い

と
信
じ
た
教
育

に
生し

ょ
う

涯が
い

を
捧さ

さ

げ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
五
無
斎
が
、
渡
辺
国
武
子
爵
邸
を
訪
れ

る
１
ヶ
月
前
の
明
治
40
年
１
月
上
旬
、
天
来
に

一
通
の
書
状
を
送
っ
た
。

 

「
拝
啓
、
寒
気
凛り

ん

烈れ
つ

の
み
ぎ
り
、
益
々
御
健
勝

に
て
御
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

小
生
、
筆
墨
行
商
を
生な

り

業わ
い

と
す
る
輩
で
す
が
、

母
校
北
佐
久
郡
横
鳥
尋
常
小
学
校
に
掲
げ
る
扁

額
を
是ぜ

非ひ

と
も
貴
殿
に
揮
毫
し
て
い
た
だ
き
た

く
、
突
然
、
ま
こ
と
に
不ぶ

し

躾つ
け

な
お
手
紙
を
差
し

上
げ
る
次
第
で
す
。
揮
毫
の
文
言
は
貴
殿
に
御

は
、
豪ご

う

胆た
ん

に
し
て
動
ず
る
こ
と
の
稀ま

れ

な
五
無
斎

も
さ
す
が
に
度ど

肝ぎ
も

を
抜
か
れ
た
。

　
明
治
30
年
、
30
歳
に
し
て
小
県
郡
の
武
石
小

学
校
長
職
２
年
目
を
迎
え
た
五
無
斎
は
、
天
来

が
上
京
し
て
小
石
川
哲
学
館
に
入
り
、
書
を
、

当
時
、
書
道
に
お
け
る
維い

新し
ん

の
代
表
的
な
書
家
、

日
下
部
鳴
鶴
に
学
ん
で
い
る
こ
と
を
新
聞
の
学

芸
欄
で
知
っ
た
。

　
そ
の
後
、
天
来
は
、
二
松
学
舎
に
転
学
し
て

書
の
道
に
邁ま

い

進し
ん

し
た
。
そ
し
て
、
三
省
堂
「
日

本
百
科
大
辞
典
」
の
書
道
項
目
を
執し

っ

筆ぴ
つ

し
、
書

道
界
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
無
斎
は
、
こ
の
百
科
大
辞
典
を
知
人
か
ら
借

り
受
け
、
ま
さ
に
熟じ

ゅ
く

読ど
く

玩が
ん

味み

し
、
天
来
の
見
識

と
書
に
寄
せ
る
情
熱
に
舌
を
巻
い
た
。

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
時
を
同
じ
く
し
て
五
無

斎
の
活
動
も
多た

岐き

に
わ
た
り
、
充
実
を
極
め
て

い
た
。
教
育
者
と
し
て
も
、
鉱
石
採
集
者
と
し

て
も
、
長
野
県
下
各
地
で
後
世
に
残
る
実じ

っ

践せ
ん

を

重
ね
て
い
た
。
小
・
中
学
生
の
同
和
教
育
資
料

「
あ
け
ぼ
の
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
、
人

権
文
化
の
創
始
者
と
評
さ
れ
る
長
野
市
に
お
け

る
実じ

っ

践せ
ん

も
、
パ
リ
の
万
国
博
覧
会
に
13
種
の
鉱

物
を
出
品
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

　

明
治
34
年
、
五
無
斎
は
、
天
来
が
難
関
の

「
文
検
」（
旧
制
中
学
校
習
字
教
師
資
格
試
験
）

に
合
格
し
、
東
京
陸
軍
幼
年
学
校
の
教
授
嘱し

ょ
く

託た
く

に
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
。
奇く

し
く
も
こ
の

明
治
34
年
は
、
五
無
斎
が
、「
人
の
子
を
賊そ

こ
な

い

た
る
事
少
な
か
ら
ず 

甚は
な
はだ
恐
縮
の
至
り
に
つ

横
鳥
村
山
部
と
、
明
治
５
年
、
比
田
井
天
来
が

誕
生
し
た
北
佐
久
郡
協
和
村
は
、
直
線
に
す
る

と
、
１
里
半
（
約
６
㎞
）
ほ
ど
の
距
離
だ
が
、

こ
れ
ま
で
４
歳
違
い
の
二
人
は
一
度
も
出
会
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　
だ
が
、
五
無
斎
は
、
２
年
後
、
明
治
42
年
に

開
校
す
る
運
び
の
横
鳥
尋じ

ん

常じ
ょ
う

小
学
校
に
掲
げ

る
扁
額
の
揮
毫
を
、
一
面
識
も
な
い
天
来
に
依

頼
し
た
。
五
無
斎
の
眼が

ん

力り
き

が
、
新
進
気
鋭
の
書

家
、
比
田
井
天
来
を
、
日
本
の
近
代
化
を
国
家

の
中ち

ゅ
う

枢す
う

で
推す

い

進し
ん

し
た
明
治
の
重じ

ゅ
う

鎮ち
ん

、
渡
辺
国
武

元
大
蔵
・
逓て

い

信し
ん

大
臣
に
比ひ

肩け
ん

す
る
人
物
と
見
抜

い
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
直
接
会
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
同
じ
北
佐
久

郡
川
西
出
身
の
若
き
能
書
家
の
評
判
は
、
五
無

斎
の
耳
に
も
自
然
に
入
り
、
五
無
斎
は
い
つ
し

か
、
天
来
に
羨せ

ん

望ぼ
う

や
競
争
心
、
尊
敬
、
畏い

怖ふ

の

入
り
混
じ
っ
た
関
心
を
抱
い
て
い
た
。

　
五
無
斎
が
、
天
来
の
噂う

わ
さを

初
め
て
耳
に
し
た

の
は
、
明
治
24
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
春
、
長
野
県
師
範
学
校
を
卒
業
し
、
下

水
内
郡
飯
山
小
学
校
に
赴ふ

任に
ん

し
た
五
無
斎
は
、

協
和
村
の
常
太
郎
（
天
来
の
幼
名
）
と
い
う
青

年
が
全ぜ

ん

臨り
ん

し
た
、
書
聖
、
王お

う

羲ぎ

之し

の
「
蘭
亭

序
」
の
見
事
さ
を
耳
に
し
た
。
前
山
村
に
あ
る

貞
祥
寺
の
扁
額
「
知
足
軒
」
の
評
判
も
聞
い
た
。

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
、
篆て

ん

書し
ょ

、
隷れ

い

書し
ょ

、
楷
書
、

行
書
、
草
書
の
す
べ
て
の
書
体
に
通
じ
、
書
の

勉
学
の
た
め
に
長
時
間
、
一
心
不
乱
に
書
き
続

け
、
座
っ
て
い
た
畳た

た
みが
腐く

さ

っ
た
と
い
う
風
聞
に

一
任
致
し
ま
す
。
多
事
多
端
の
折
柄
、
失
礼
の

段
重
々
承
知
の
上
で
の
御
依
頼
で
ご
ざ
い
ま
す
。

若も

し
御
差
し
支
え
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
よ
う
で
し
た

ら
、
御
一
報
い
た
だ
き
ま
す
れ
ば
、
幸こ

う

甚じ
ん

の
至

り
に
存
じ
ま
す
。
取
り
急
ぎ
、
御
依
頼
ま
で
。

敬
具
。」

　
数
日
後
、
こ
の
書
状
を
手
に
し
、
差
出
人
を

確
認
し
た
天
来
は
、
五
無
斎
・
保
科
百
助
の
名

に
驚
い
た
。

 

「
あ
の
御ご

仁じ
ん

…
…
！
」

　
天
来
の
記き

憶お
く

の
襞ひ

だ

か
ら
、
折
々
耳
に
し
た
五

無
斎
に
ま
つ
わ
る
風
評
や
感か

ん

慨が
い

が
一
気
に
迸

ほ
と
ば
し

り
出
た
。

　
保
科
百
助
と
い
う
名
を
初
め
て
聞
い
た
の
は
、

野
沢
町
の
有
隣
義
塾
に
入
る
直
前
で
あ
っ
た
の

で
、
15
歳
の
と
き
で
あ
っ
た
か
。
製
紙
工
場
を

営
む
父
親
か
ら
、
上
田
の
恒
川
塾
で
学
ぶ
横
鳥

村
の
保
科
百
助
と
い
う
青
年
が
、
長
野
師
範
学

校
へ
入
学
す
る
と
い
う
話
を
聞
い
た
の
で
あ
る
。

　
書
状
を
手
に
し
た
天
来
は
、
20
年
以
上
も
前
、

父
親
か
ら
「
横
鳥
村
の
保
科
百
助
」
と
聞
い
た

瞬
間
、
瞼ま

ぶ
たに

浅
間
山
、
黒
斑
山
、
高
峰
高
原
、

湯
ノ
丸
山
と
続
く
山
並
み
の
麓ふ

も
とか

ら
山
の
端は

ま

で
一
望
す
る
雄
大
な
景
色
が
広
が
っ
た
こ
と
を
、

懐な
つ

か
し
く
思
い
浮
か
べ
た
。

　
そ
の
数
ヶ
月
前
、
親
に
は
言
わ
ず
、
近
所
の

子
を
引
き
連
れ
、
中
山
道
を
望
月
宿
か
ら
笠
取

峠
ま
で
遠
出
し
た
と
き
の
、
横
鳥
村
か
ら
眺な

が

め

た
景け

い

観か
ん

が
鮮あ

ざ

や
か
に
甦

よ
み
が
え

っ
た
の
で
あ
る
。
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６月・７月 行事予定
立科町児童館　こども未来館情報

皆さんのご来館をおまちしています

なかよし広場

★日程及び内容
６月 １日（木）子育て講話
　　 ２日（金）ちびっこ広場
　　 ５日（月）人形劇
　　 ９日（金）ちびっこ広場
　　15日（木）親子運動遊び
　　16日（金）ちびっこ広場
　　20日（火）たまご広場

７月 ６日（木）子育て講話
　　 ７日（金）ちびっこ広場
　　20日（木）親子運動遊び
　　21日（金）ちびっこ広場
　　25日（火）たまご広場

文化伝承教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～　
【囲　碁】★日程：６月１日（木）・15日（木）
　　　　　　　　 ７月６日（木）・20日（木）
【将　棋】★日程：６月８日（木）・22日（木）　　７月13日（木）

わくわく教室
★対象及び時間：小学生　午後３時30分～
★日程及び内容：６月 ５日（月）家族にハガキを書こう
　　　　　　　　　　12日（月）新聞紙でエコバッグを作ろう
　　　　　　　　　　19日（月）グループホーム訪問
　　　　　　　　　　26日（月）七夕飾り作り
　　　　　　　　７月 ３日（月）七夕の飾りつけ
　　　　　　　　　　10日（月）シャボン玉で遊ぼう
　　　　　　　　　　24日（月）川遊び（笹船）

茶道教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容：６月３日（土）
　～茶道の礼儀作法を学びましょう～

教育委員会

※都合により内容等が変更となる場合がありますので、ご承知おきください。

詳しくは毎月発行しております、「なかよし広場だより」（未就学児向け）「こども未来館だより」（小学生向け）をご覧ください。

児童館事業の様子

I
I
I
I
I
I
I
I
I

エコ教室ちびっこ広場（来入児のお祝い）

なかよし広場 放課後子ども教室

手話教室
★対象及び時間：小学生　午後１時30分～
★日程：７月28日（金）

ビーズ教室（要予約）
★対象及び時間：小学生　午前10時～
★日程及び内容：７月29日（土）　未定

学習・スポーツ教室
★対象及び場所と時間
　小学生（登録児童のみ）
　立科小学校　午後３時～５時
★日程：６月７日（水）・28日（水）
　　　　７月５日（水）・12日（水）・19日（水）
★内容：‌�学習アドバイザーの先生方に、宿

題や、予習・復習等を教えていた
だきましょう。

　　　　‌�スポーツ教室は、学年の枠を越え、
思いやりをもって、みんなで仲良
く楽しみましょう。

★対象及び時間：就園前のお子さんと保護者　午前10時30分～ 

こども未来館／電話 0267−56−0248 有線 8888
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区 

長 

会

　

会
長　
　
市
川　
清
孝
（
藤
沢
）

副
会
長　
佐
藤　
光
男
（
牛
鹿
）

　
　
　
　
中
島　
稲
夫
（
茂
田
井
）

　
　
　
　
榎
本　
　
篤
（
蓼
科
）

部
落
長
会

会
長　
　
佐
藤　
一
行
（
外
倉
）

副
会
長　
中
島　
哲
夫
（
西
町
）

　
　
　
　
髙
岩　
和
幸
（
細
谷
）

　
　
　
　
清
水　
　
譲
（
町
３
）

監　
事　
森
澤　
光
則
（
姥
ケ
懐
）

　
　
　
　
横
山　
正
道
（
立
石
）　

区
長
名
簿

蓼　
科　
　
　
　
榎
本　
篤

古　
町　
　
　
　
千
野　
則
明

町　
　
　
　
　
　
佐
藤
三
惠
子

野　
方　
　
　
　
大
島　
孝
夫

赤　
沢　
　
　
　
小
林　
正
典

大　
城　
　
　
　
山
下　
孔
二

山　
部　
　
　
　
竹
花　
信
明

牛　
鹿　
　
　
　
佐
藤　
光
男

宇　
山　
　
　
　
遠
山　
秀
樹

塩　
沢　
　
　
　
瀧
澤　
　
隆

西
塩
沢　
　
　
　
小
林　
則
夫

藤　
沢　
　
　
　
市
川　
清
孝

蟹　
原　
　
　
　
相
場　
春
彦

桐　
原　
　
　
　
中
村　
次
男

細　
谷　
　
　
　
髙
岩　
和
幸

茂
田
井　
　
　
　
中
島　
稲
夫

部
落
長
名
簿

蓼
科
１　
　
　
　
杉
木　
慎
児

蓼
科
２　
　
　
　
寺
島　
　
眞

蓼
科
３　
　
　
　
岩
浪　
秀
明

蓼
科
４　
　
　
　
池
の
平
ホ
テ
ル

中
尾
・
美
上
下　
佐
藤　
　
清

姥
ケ
懐　
　
　
　
森
澤　
光
則

古
町
１　
　
　
　
荻
原　

雄

古
町
２　
　
　
　
宮
下　
晃
惠

町　
１　
　
　
　
中
田　
　
充

町　
２　
　
　
　
永
井　
浩
子

町　
３　
　
　
　
清
水　
　
譲

町　
４　
　
　
　
今
井　
浩
之

野
方
１　
　
　
　
大
島　
孝
夫　
※

野
方
２　
　
　
　
村
田　
文
彦

和　
子　
　
　
　
須
野
原
直
人

赤　
沢　
　
　
　
平
原　
秀
幸

中　
原　
　
　
　
大
森　
利
武

日　
向　
　
　
　
金
子　
龍
喜

大　
城　
　
　
　
吉
川　
　
博

上　
房　
　
　
　
田
中
今
朝
文

山　
部　
　
　
　
吉
村　
長
則

真　
蒲　
　
　
　
田
中　
岩
男

平　
林　
　
　
　
佐
藤　
富
雄

滝　
神　
　
　
　
戸
塚　
高
広

牛　
鹿　
　
　
　
両
角　
正
彦

柳　
沢　
　
　
　
小
宮
山
義
彦

外　
倉　
　
　
　
佐
藤　
一
行

五
輪
久
保　
　
　
鷹
野　
好
孝

虎
御
前　
　
　
　
片
桐　
史
啓

蟹　
窪　
　
　
　
今
井　
敏
彦

日　
中　
　
　
　
遠
山　
　
茂

大
深
山　
　
　
　
小
池　

俊

立　
石　
　
　
　
横
山　
正
道

石　
川　
　
　
　
西
藤　
潤
一

塩　
沢　
　
　
　
瀧
澤　
　
隆　
※

西
塩
沢　
　
　
　
小
林　
則
夫　
※

藤　
沢　
　
　
　
市
川　
清
孝　
※

蟹　
原　
　
　
　
相
場　
春
彦　
※

桐　
原　
　
　
　
中
村　
次
男　
※

細　
谷　
　
　
　
髙
岩　
和
幸　
※

西　
町　
　
　
　
中
島　
哲
夫

田　
町　
　
　
　
伊
藤　
和
明

仲
町
１　
　
　
　
武
重　
康
文

仲
町
２　
　
　
　
橋
詰　
正
和

東　
町　
　
　
　
清
水　
　
剛

　
※ 

区
長
兼
務

平
成
29
年
度 

区
長
会・部
落
長
会
の
役
員
が
決
ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
）

庶務係

　水道週間とは、各水道事業体によって実施される広報等の様々な活動をとおして、水道についての理解と
関心を高め、水道事業のさらなる発展に資することを目的として全国で実施されます。

水道について考えてみませんか？
　普段私たちが当たり前に飲んでいる水はすべて湧水で、立科の大自然から頂い
ている、限りある資源です。
　スローガンにもあるように、普段あたりまえに使っている水こそ宝物ではない
でしょうか？
　是非、この機会に私たちの生活に欠かせない水道について少し考えてみてはい
かがでしょうか？

上下水道係ご存じですか？「水道週間」
６月１日～６月７日は「水道週間」です

上下水道係 新人の
和島が立科町水道に
ついてお話します。

スローガンは「あたりまえ　そんなみずこそ　たからもの」です
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● 

協
力
隊
の
農
業
振
興
担
当
、
中
島
貴
宏
で
す

　
り
ん
ご
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。
５
月
は
摘
果
と
呼
ば
れ
る
作
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
は
不
要
な
花
を
摘
み
取
る
作
業
で
、

養
分
を
果
実
に
伝
え
て
品
質
の
良
い
り
ん
ご
を
実
ら
せ
る
た
め
に
行

う
重
要
な
作
業
で
す
。「
摘
果
の
善
し
悪
し
が
り
ん
ご
作
り
の
大
き

な
部
分
を
占
め
る
」
と
も
呼
ば
れ
、
農
家
さ
ん
は
り
ん
ご
の
品
質
向

上
の
た
め
に
寝
る
間
を
惜
し
ん
で
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
私
も
先
輩

方
に
習
い
良
い
品
質
の
り
ん
ご
を
作
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
に
姉
妹
都
市
で
あ
る
神
奈
川
県
の
愛
川
町
つ
つ
じ
祭

り
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
町
の
り
ん
ご
の
評
価
が
と
て
も
高
く
、
今

年
も
多
く
の
方
が
り
ん
ご
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。

● 

協
力
隊
の
移
住
・
定
住
促
進
担
当
、
浜
野
み
ゆ
き
で
す

　
4
月
28
日
に
、
ふ
る
さ
と
交
流
館
芦
田
宿
が
新
し
く
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
移
住
・
定
住
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ

オ
等
で
、
町
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
こ
の

ふ
る
さ
と
交
流
館
で
町
の
方
々
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
好
き

な
事
や
得
意
な
事
の
講
師
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
が
出
来
る
こ
と
で
支
え
合
い
、
誰
か
の

役
に
立
て
る
喜
び
、
や
り
が
い
を
感
じ
て
生
き
生
き
と
輝
け
る
場

に
な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
こ
こ
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
通
し

て
老
若
男
女
が
交
流
し
、
こ
こ
に
来
れ
ば
誰
か
居
る
、
多
世
代

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
「
居
間
」
の
よ
う
な
空
間
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
空
間
に
入
っ
た
途
端
に
「
こ
の
町
な
ら
安

心
し
て
楽
し
く
暮
ら
せ
そ
う
」
と
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
移
住
者
が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
、
是
非
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

ず
く
だ
す!!

地
域
お
こ
し
協
力
隊

〝
奔
走
中
〟

地
域
間
交
流
、
移
住
促
進
担
当

　

牧内　久美

　

は
じ
め
ま
し
て
。
千
葉
か
ら
山
部
に

引
っ
越
し
て
来
ま
し
た
牧
内
久
美
で
す
。

地
域
間
交
流
と
移
住
促
進
を
担
当
し
ま
す
。

新
し
く
な
っ
た
「
ふ
る
さ
と
交
流
館
芦
田

宿
」
で
皆
様
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
立
科
町

の
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
問
題
の
著
し
い
地
域
に
お
い
て
、

地
域
外
の
人
材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、

様
々
な
地
域
課
題
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う

こ
と
に
よ
り
、
地
域
力
の
維
持
・
強
化
に

貢
献
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
21
年
度
か
ら
国
が
設
け
た
制
度
で
す
。

　
近
年
、
全
国
的
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊

を
受
け
入
れ
る
自
治
体
が
増
え
て
お
り
、

総
務
省
の
公
表
に
よ
る
と
、
平
成
28
年
度

に
は
、
全
国
で
約
４
，
０
０
０
人
の
隊
員

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
紹
介

　
５
月
１
日
、
立
科
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
（
地
域
間
交
流
及
び
移
住
促
進
担
当
）
と

し
て
、
新
た
に
牧
内
久
美
（
ま
き
う
ち　
く

み
）
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
科
町
で
は
、
昨
年
度
初
め
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
２
名
（
中
島
さ
ん
、
浜
野
さ

ん
）
任
命
し
て
お
り
、
牧
内
さ
ん
を
含
め
て

３
名
が
活
動
し
ま
す
。

　
隊
員
の
皆
さ
ん
は
、
全
員
県
外
出
身
で
す

が
、
町
民
の
一
員
と
し
て
地
域
に
入
り
、
町

の
振
興
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
？

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

新
し
い
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た（写真左から、牧内さん、中島さん、浜野さん）
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IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

２
０
１
７
信
州
め
ぐ
り

フ
リ
ー
パ
ス
に
つ
い
て

　
お
盆
を
除
く
11
月
27
日
ま
で
、
長
野
県
内
の

高
速
道
路
が
定
額
で
乗
り
放
題
に
な
り
ま
す
。

　
首
都
圏
出
発
プ
ラ
ン
、
名
古
屋
出
発
プ
ラ
ン
、

周
遊
プ
ラ
ン
の
い
ず
れ
か
を
選
ん
で
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
東
日
本
ま
た
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
（
ネ
ク
ス
コ
）
中

日
本
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
、
電
話
０
１
２
０
─

９
２
２
─
２
２
９
ま
で

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

 

 

 

講師：佐久医療センター呼吸器内科 副部長 両角延聡 医師 
演題：  
日時：平成２９年６月４日（日） 13:30~15:00 
会場：  
・聴講希望の方は、当日直接会場にお越しください。尚、車でお越しの方は駐車場に限りが 
あるため乗り合わせでお越しいただきますようお願いします。 
問い合わせ先：社会福祉法人ハートフルケアたてしな 
立科町芦田720－1 ☏ 0267-56-1955（担当：花岡 橋詰） 

 
参加費無料‼ 

立科町では、地域経済の活性化を図るため、民間企業等の広告を有料で掲載しています。《お問合せ先；企画課企画振興係》

平
成
29
年
５
月
１
日
付

観
光
商
工
課

◆
観
光
事
業
推
進
室

　
佐
々
木　
好
一
郎
（
任
期
付
採
用
）

新
規
採
用
職
員
紹
介

　
立
科
土
地
改
良
区
で
は
、
平
成
30
年
４
月
採

用
の
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
（
土
地
改
良
区
と
は
、
土
地
改
良
法
に
基
づ

く
法
人
で
す
。）

１
．‌�

採
用
予
定
（
平
成
30
年
４
月
１
日
付
採
用
、

試
用
期
間
あ
り
）　
正
規
職
員
…
１
名

　
　

‌�

事
務
、
会
計
、
工
事
関
係
並
び
に
施
設
管

理
等
（
天
候
等
に
よ
り
休
日
、
時
間
外
出

勤
あ
り
）

２
．
応
募
資
格

⑴　
高
等
学
校
以
上
の
卒
業
者

　
　

‌�（
平
成
30
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
以
上

を
卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

⑵　

�

採
用
時
27
歳
以
下
の
者
（
長
期
勤
続
に
よ

る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
若
年
者
を
対
象
）

⑶　

‌�

普
通
自
動
車
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）
を

取
得
者
、
ま
た
は
採
用
時
ま
で
に
取
得
見

込
の
者

⑷　
立
科
町
に
住
所
を
有
す
る
者

⑸　

‌�

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
等
）
の
で
き
る
者

⑹　
心
身
共
に
健
全
な
者

※�

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

⑴　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

⑵　
成
年
被
後
見
人
又
は
被
保
佐
人

⑶　

‌�

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行

を
終
わ
る
ま
で
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と

が
な
く
な
る
ま
で
の
者

⑷　

‌�

日
本
国
憲
法
施
行
日
以
降
に
お
い
て
、
日

本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に
成
立
し
た
政
府

を
暴
力
で
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政

党
そ
の
他
の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ

に
加
入
し
た
者

３
．
待　
　
遇

⑴　
給
与
・
賞
与

　
　

‌�

当
土
地
改
良
区
規
程
等
に
よ
る

⑵　
休
日
・
休
暇

　
　

‌�

当
土
地
改
良
区
規
程
等
に
よ
る

⑶　

‌�

健
康
保
険
等

　
　

‌�

社
会
保
険
、
厚
生
年
金
、
労
災
等

４
．
応
募
期
間　
６
月
12
日
㈪
～
７
月
31
日
㈪

５
．‌�
応
募
手
続　
応
募
時
に
次
の
書
類
を
添
え

て
郵
送
又
は
持
参
提
出
す
る
こ
と
。

①‌�

履
歴
書
（
自
筆
の
も
の
、
用
紙
は
市
販
の
も

の
で
可
、
写
真
添
付
）

②‌�

最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
ま
た
は
卒
業
見
込
書

③
最
終
学
歴
の
成
績
証
明
書

④‌�

健
康
診
断
書
（
通
常
の
職
務
遂
行
に
必
要
な

健
康
度
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
ま
た
は
、
学

校
医
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。）

⑤‌�

レ
ポ
ー
ト
「
立
科
町
の
水
と
農
業
」
に
つ
い

て
、
１
２
０
０
字
程
度

　

‌�（
用
紙
は
適
宜
、
自
筆
・
パ
ソ
コ
ン
ど
ち
ら

で
も
可
）

６
．‌�

採
用
方
法
提
出
書
類
審
査
合
格
者
に
面
接

を
実
施
し
、
採
用
者
を
決
定
す
る
。

◆
応
募
及
び
お
問
合
せ
先

〒
３
８
４
─
２
３
０
５

立
科
町
大
字
芦
田
２
５
３
２　
立
科
町
役
場
内

立
科
土
地
改
良
区
（
電
話
５
６
─
１
１
３
３　

有
線
２
１
７
０
）

平
日
（
月
～
金
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

立
科
土
地
改
良
区
職
員
募
集
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たてしな保育園の
子どもたち

年少組

年中組

年長組

は
じ
め
て
の
お
さ
ん
ぽ
♪

桜
の
前
で
ハ
イ
、
チ
ー
ズ
!!

満開の桜の下でお花見団子。子どもたちは花より団子でした。

あ
ひ
る
組
…
小
学
校
へ
お
花
見
に
行
き
ま
し
た
。

お
散
歩
ロ
ー
プ
に
つ
か
ま
る
と
み
ん
な
ご
機
嫌

で
歩
け
る
よ
！

ひよこ組…少しずつ保育園に慣れてきたお友だち。
おやつモグモグおいしいね！

♪やねよ～り～た～か～い　こいの～ぼ～り～♪
　　　青空の下風をいっぱいうけておよいだ僕の私のこいのぼり!!



立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS
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　今回の表彰式では平成28年10月と12月、H29年２月の３歳児
健康診査において虫歯のなかったお子さん21名が表彰対象者と
なりました。健診受診者の約９割のお子さんが虫歯のない状態
でした。
　２月27日㈪の表彰式には、12名のお子さんとその保護者の方
が出席され、米村町長から表彰状と記念品、お祝いの言葉が贈
られました。
　これからも、お子さんの成長を感じながら、親子で歯みがき
の習慣を大切にしていっていただきたいと思います。また、規
則正しい生活習慣とバランスのとれた食生活で、いつまでも丈
夫な歯を維持していけるとよいですね。
　役場入り口正面のPRコーナーにおいて、表彰を受けられた
方の集合写真と保護者のコメントが展示してありますので、ご
覧ください。

　平成29年4月28日㈮に、ふるさと交流館「芦田宿」が移住サ
ポート機能とコミュニティスペース機能を付け加えて、リニュー

アルオープンし
ました。
　木の温もりを
感じる広々とし
たフロアには、
歴史史料や立体ジオラマの他に、オープンキッチンやキッズス
ペースを新たに設置し、様々なイベント・ワークショップ・セ
ミナーでの利用が可能です。ぜひ一度ご覧いただき、ご活用く
ださい。

よ

ふ

い歯の表彰式が行われました

るさと交流館「芦田宿」が
リニューアルオープンしました

　白樺高原は、新緑の季節を
迎えました。
　蓼科第二牧場では牛や馬の
放牧が始まります。隣接する
朝日の丘公園からは、広大な

草原でのんびりと過ごす牛馬の姿が間近にながめられます。
　野鳥の声が響き渡る御泉水自然園では、これからアズマ
シャクナゲやレンゲツツジなどが咲きはじめます。心と身
体のリフレッシュに森林浴をしながら自然散策をされてみ
てはいかがでしょうか。

白樺高原
便り

白樺高原総合観光センター
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■
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地
広
報
 た
て
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地
球
環
境
保
全
の
た
め
、

植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

６月町民カレンダー
● 町県民税（第１期）
● 国民健康保険税（第１期）
● 介護保険料：普通徴収（第３期）

６月の納税

電 話 有 線
白樺高原総合観光センター 0267−55−6201
中央公民館（事務室） 0267−88−8417 4000
たてしな保育園 0267−56−0022 2100
こども未来館（児童館）0267−56−0248 8888
老人福祉センター 0267−56−1825 4091
立科温泉　権現の湯 0267−56−0606 4126

連絡先

町のデータ４月 ４月１日〜４月30日の状況

立科町役場  電話  0267−56−2311（代表）  有線 2311
　　　　　  FAX  0267−56−2310

人口 7,371（－17） 出生 2
男 3,647（－  9） 死亡 7
女 3,724（－  8） 転入 20

世帯数 2,842（－  5） 転出 32

救急 出動件数 年間累計

交通事故 1 6
その他 22 171
合計 23 177

火災 発生件数 年間累計

建物火災 1 1
その他 0 1
合計 1 2

気　象 今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 9.2℃ 8.6℃
最高極日 25.6℃／30日 27.3℃／H27
最低極日 −5.8℃／3日 −9.0℃／H23

降　水　量 64.5mm 73.4mm
降水量（1〜4月） 147.0mm 211.8mm
日 照 時 間 233.3時間 207.4時間

人 口 ５月１日現在（４月30日届出まで）	 （　  ）内は前月比

各種相談日
●結婚情報センター相談会
６月８日㈭
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
� 立科町社会福祉協議会
電話0267－56－1825

●心配ごと相談
６月16日㈮
午前９時～12時
場所：老人福祉センター
相談員：市川義則心配ごと相談員
　　　　笹井　隆心配ごと相談員
� 立科町社会福祉協議会
電話0267－56－1825

緊急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

4 日 栁澤医院 立科町 0267－56－1045

小諸病院 小諸市 0267－22－0250

鈴木医院 小諸市 0267－26－1212

金澤病院 佐久市岩村田 0267－67－2048

関歯科クリニック 小諸市 0267－25－3456

11 日 由井医院 小諸市 0267－22－0327

田村医院 小諸市 0267－22－0048

工藤医院 佐久市中込 0267－62－0475

中山歯科クリニック 御代田町 0267－32－2000

18 日 矢島医院 小諸市 0267－22－8148

桜井クリニック 小諸市 0267－26－1188

川西赤十字病院 佐久市望月 0267－53－3011

佐々木歯科医院 御代田町 0267－32－3938

25 日 市川医院 小諸市 0267－25－1200

ひかり医院 小諸市 0267－22－8878

中島医院 東御市北御牧 0268－67－2777

荻原医院 佐久市岩村田 0267－67－2051

山浦歯科医院 立科町 0267－56－1140

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

行　事　予　定 保　　　　　健
2 金 すずらん学級ゲートボール大会

4 日 夏山開き、すずらん祭り

6 火 赤ちゃん相談室（母乳相談　予約制）
（２ヶ月の会　H29.3月生）

7 水 マンモグラフィ検診（予約制）
骨密度測定（申込不要）

8 木 マンモグラフィ検診（予約制）
骨密度測定（申込不要）

9 金 第19回体育協会長杯マレットゴルフ大会 マンモグラフィ検診（予約制）
骨密度測定（申込不要）

11 日 立科町消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会

17 土 ビーナスマラソンin白樺高原（～18日）

19 月 第21回体育協会長杯ゲートボール大会

20 火 権現の湯お楽しみカラオケ発表会

25 日 第41回町民ゴルフ大会

29 木 ２歳児おやこ教室
（H26.12月～H27.5月生）


